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滋賀県 京都府 奈良県 大阪府 兵庫県 和歌山県 大阪市 総 計

対象校 96 96 103 331 258 112 132 1,128
提出校数（実施校のみ） 95 96 103 331 258 106 132 1,121
実施なし校 1 0 0 0 0 2 0 3

提出総数 96 96 103 331 258 108 132 1,124

回答率 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 96.4% 100.0% 99.6%

出発月 滋賀県 京都府 奈良県 大阪府 兵庫県 和歌山県 大阪市 総 計 構成比
4月 59 6 13 6 57 0 2 143 12.8%
5月 16 61 77 184 174 65 89 666 59.4%
6月 18 3 8 123 25 11 32 220 19.6%
7月 0 0 0 0 0 0 3 3 0.3%
8月 0 0 0 0 0 0 0 0 0.0%
9月 0 0 1 10 1 8 1 21 1.9%
10月 0 1 1 0 0 19 0 21 1.9%
11月 0 3 0 0 0 0 1 4 0.4%
12月 0 0 0 1 0 2 0 3 0.3%
1月 0 2 0 2 0 1 1 6 0.5%
2月 0 16 2 4 0 0 2 24 2.1%
3月 1 4 0 0 0 0 0 5 0.4%

（空白） 1 0 1 1 1 0 1 5 0.4%
合計 95 96 103 331 258 106 132 1,121 100.0%

旅行日数 滋賀県 京都府 奈良県 大阪府 兵庫県 和歌山県 大阪市 総 計 構成比
1泊2日 0 0 0 0 0 0 2 2 0.2%
2泊3日 93 81 93 330 257 99 128 1,081 96.4%
3泊4日 1 14 9 0 0 6 1 31 2.8%
5日以上 0 1 0 0 0 0 0 1 0.1%
（空白） 1 0 1 1 1 1 1 6 0.5%
合計 95 96 103 331 258 106 132 1,121 100%

1-（2） 旅行日数について （単位：校数）

平成２9年度 回答状況について
（単位：校数）

1-（1） 旅行実施時期について（月別･県別） （単位：校数）

1.平成２９年度 実施状況について
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方 面 4月 5月 6月 7月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 総 計 構成比

北海道 0 7 0 0 1 0 0 0 0 0 0 8 0.7%
東北 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 3 0.3%
関東・富士・伊豆 25 212 37 0 10 19 1 1 0 0 3 308 27.6%
信州 10 77 29 0 5 0 0 0 3 23 2 149 13.4%
北陸・信越・東海 2 28 11 1 4 0 0 0 2 0 0 48 4.3%
中国･四国 3 49 22 1 1 1 1 0 0 0 0 78 7.0%
北九州 40 105 42 1 0 1 0 0 0 0 0 189 16.9%
南九州 4 14 5 0 0 0 0 0 0 0 0 23 2.1%
沖縄 59 173 73 0 0 0 0 2 1 0 0 308 27.6%
近畿圏 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0.1%
海外 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0.1%

総 計 143 666 220 3 21 21 4 3 6 24 5 1,116 100.0%

※８月の実施校は無し

方 面 滋賀県 京都府 奈良県 大阪府 兵庫県 和歌山県 大阪市 総 計 比率 総数 比率 昨年差異

北海道 0 1 2 4 1 0 0 8 0.7% 13 1.2% -0.5%
東北 1 2 0 0 0 0 0 3 0.3% 2 0.2% 0.1%
関東・富士・伊豆 44 38 20 27 77 96 7 309 27.6% 349 31.3% -3.7%
信州 2 26 4 81 12 0 25 150 13.4% 187 16.8% -3.4%
北陸・信越・東海 0 0 0 16 3 0 29 48 4.3% 53 4.7% -0.4%
中国･四国 2 1 1 31 5 0 38 78 7.0% 101 9.1% -2.1%
北九州 11 12 9 59 74 2 23 190 17.0% 94 8.4% 8.6%
南九州 0 2 3 6 7 0 5 23 2.1% 10 0.9% 1.2%
沖縄 35 13 64 106 79 8 4 309 27.6% 305 27.3% 0.3%
近畿圏 0 0 0 1 0 0 0 1 0.1% 1 0.1% 0.0%
海外 0 1 0 0 0 0 0 1 0.1% 1 0.1% 0.0%

総 計 95 96 103 331 258 106 131 1,120 100.0% 1,116

（単位：校数）

（単位：校数）

昨年度

1-（3） 旅行実施方面について（月別･方面別） ※実施月空白５校を除く

1-（4） 旅行実施方面について（府県市別･方面別） ※実施方面空白１校を除く
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曜  日 滋賀県 京都府 奈良県 大阪府 兵庫県 和歌山県 大阪市 総  計 構成比
日 5 14 5 60 18 16 15 133 11.9%
月 7 8 10 22 42 15 2 106 9.5%
火 2 9 27 27 49 31 31 176 15.7%
水 47 47 42 140 85 33 53 447 39.9%
木 30 15 16 37 31 9 12 150 13.4%
金 3 2 1 19 18 0 12 55 4.9%
土 0 1 1 24 14 1 6 47 4.2%

(空白) 1 0 1 2 1 1 1 7 0.6%

総  計 95 96 103 331 258 106 132 1,121 100.0%

方　面 滋賀県 京都府 奈良県 大阪府 兵庫県 和歌山県 大阪市 方面別合計 構成比
北海道 0 120 142 581 204 0 0 1,047 0.7%
東北 167 744 0 0 0 0 0 911 0.6%
関東・富士・伊豆 6,450 3,112 2,415 4,265 7,290 7,590 779 31,901 20.7%
信州 127 3,960 1,116 13,828 2,189 0 4,398 25,618 16.6%
北陸・信越・東海 0 0 0 3,024 733 0 4,138 7,895 5.1%
中国・四国 142 16 114 4,806 965 0 4,951 10,994 7.1%
北九州 2,296 1,254 1,106 9,139 13,209 182 3,014 30,200 19.6%
南九州 0 312 535 1,026 1,087 0 935 3,895 2.5%
沖縄 4,747 1,781 6,023 17,189 11,270 252 492 41,754 27.0%
近畿 0 0 0 203 0 0 0 203 0.1%

県別合計 13,929 11,299 11,451 54,061 36,947 8,024 18,707 154,418 100.0%
※海外を除く

1-（6）　府県市別・方面別参加人員合計 （単位：人員）

1-（5）　旅行実施の曜日について（府県市別･方面別） （単位：校数）
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方 面 滋賀県 京都府 奈良県 大阪府 兵庫県 和歌山県 大阪市 全 体
最高額 - 77,627 81,044 72,370 75,400 - - 81,044
最低額 - 77,627 66,180 59,962 75,400 - - 59,962
平均額 - 77,627 73,612 67,931 75,400 - - 73,643
最高額 66,216 75,000 - - - - - 75,000
最低額 66,216 67,947 - - - - - 66,216
平均額 66,216 71,474 - - - - - 68,845
最高額 77,850 91,896 83,281 66,574 76,396 111,051 61,312 111,051
最低額 40,050 57,751 64,678 50,000 51,682 52,014 40,250 40,050
平均額 60,186 66,588 65,994 60,414 63,591 65,781 51,993 62,078
最高額 62,888 69,546 50,000 60,383 50,672 - 53,534 69,546
最低額 59,836 39,600 31,781 36,956 38,444 - 41,123 31,781
平均額 61,362 51,715 43,883 44,425 45,046 - 48,059 49,082
最高額 - - - 49,000 50,656 - 62,819 62,819
最低額 - - - 39,869 45,079 - 39,462 39,462
平均額 - - - 44,635 48,715 - 48,228 47,193
最高額 48,936 69,620 54,500 54,349 53,785 - 52,199 69,620
最低額 46,670 69,620 54,500 37,830 41,863 - 27,000 27,000
平均額 47,804 69,620 54,500 46,253 47,490 - 46,344 52,002
最高額 71,200 68,230 65,795 76,302 65,309 69,261 54,769 76,302
最低額 57,980 55,009 55,838 46,835 46,656 57,408 47,744 46,656
平均額 62,626 60,706 61,185 56,546 56,353 63,335 50,675 58,775
最高額 - 53,269 69,792 65,623 63,739 - 55,963 69,792
最低額 - 51,883 60,644 52,325 54,464 - 50,731 50,731
平均額 - 52,576 66,270 68,771 57,938 - 53,578 59,827
最高額 73,763 73,092 139,311 77,000 76,100 92,583 54,517 139,311
最低額 60,552 60,970 49,704 52,777 55,303 67,789 53,000 49,704
平均額 66,932 68,075 69,229 61,754 63,488 79,236 53,753 66,067
最高額 - - - 30,492 - - - 30,492
最低額 - - - 30,492 - - - 30,492
平均額 - - - 30,492 - - - 30,492
最高額 77,850 91,896 139,311 77,000 76,396 111,051 62,819 139,311
最低額 40,050 39,600 31,781 30,492 38,444 52,014 27,000 27,000
平均額 62,781 61,934 66,787 54,152 60,029 66,751 48,653 60,155

※海外を除く

方 面 滋賀県 京都府 奈良県 大阪府 兵庫県 和歌山県 大阪市 全体
北海道 - 77,627 73,612 67,931 75,400 - - 73,643
東北 66,216 71,474 - - - - - 68,845
関東・富士・伊豆 60,186 66,588 65,994 60,414 63,591 65,781 51,993 62,078
信州 61,362 51,715 43,883 44,425 45,046 - 48,059 49,082
北陸・信越・東海 - - - 44,635 48,715 - 48,228 47,193
中国･四国 47,804 69,620 54,500 46,253 47,490 - 46,344 52,002
北九州 62,626 60,706 61,185 56,546 56,353 63,335 50,675 58,775
南九州 - 52,576 66,270 68,771 57,938 0 53,578 49,856
沖縄 66,932 68,075 69,229 61,754 63,488 79,236 53,753 66,067
近畿 - - - 30,492 - - - 30,492
総計平均 62,781 61,934 66,787 54,152 60,029 66,751 48,653 60,155

（単位：円）

※上記グラフには「海外」を含まず。
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主要交通機関 関東・富士・伊豆 北九州 南九州 全体平均

①集約利用 60,321 54,811 55,530 56,887
②独 自 65,991 58,299 64,181 62,824

差①－② ▲ 5,670 ▲ 3,488 ▲ 8,651 ▲ 5,936

北海道 東北 関東・富士・伊豆 信州 北陸・信越・東海 中国･四国 北九州 南九州 沖縄 近畿 全体平均 構成比

交通費 44,908 40,135 26,976 11,837 12,333 14,121 28,239 30,352 37,077 27,331 46.7%
宿泊代 17,837 18,428 20,786 16,223 16,223 17,126 17,791 16,503 17,441 17,595 30.0%
食事代 1,742 2,145 4,472 2,435 2,435 2,478 2,322 1,801 1,510 2,371 4.0%
体験学習・入場料 3,368 5,205 7,184 12,898 12,898 10,180 4,631 5,855 5,068 7,476 12.8%
その他 6,343 3,808 4,466 3,240 3,240 3,253 2,754 3,316 3,811 3,803 6.5%
旅行費用合計 74,198 69,721 63,884 46,633 47,129 47,158 55,737 57,827 64,907 58,577 100.0%
全体に占める交通費の割合 60.5% 57.6% 42.2% 25.4% 26.2% 29.9% 50.7% 52.5% 57.1% 46.7%

1-（8） 旅行費用について・集約列車･独自と平均旅行代金対比(主な運行方面）
（単位：円）

※海外コースは除く。近畿方面については実施1校のみのため、非掲載。

※「方面別旅費合計額」が１-（7）と異なるのは、本対象に「包括旅行代金」にて実施した学校を含まないため。

1-（9） 旅行費用について 平均額 （項目別･構成比） （単位：円）
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方 面 都道府県 宿泊地 滋賀県 京都府 奈良県 大阪府 兵庫県 和歌山県 大阪市 総 計

札幌市 1 1 2

占冠村 1 1

ニセコ 1 2 3

美瑛町 1 1

長沼町 1 1

0 1 2 4 1 0 0 8

岩手県 一関市 1 1

福島県 天栄村 1 1

1 1 0 0 0 0 0 2

茨城県 つくば市 1 1

埼玉県 秩父市 1 1 2

浦安市 19 5 2 2 34 25 1 88

千葉市 4 3 10 17

館山市 1 1

江東区 1 3 2 3 10 19

港区 2 8 6 8 24

新宿区 3 4 3 10

千代田区 2 3 5 8 18

台東区 3 1 4 3 11

大田区 1 1

中央区 1 3 2 4 2 12

品川区 2 1 1 1 2 3 10

文京区 1 2 3

豊島区 1 2 9 12

江戸川区 1 1 2

墨田区 3 5 5 8 21

横須賀市 1 1 1 3

横浜市 1 1

山中湖村 8 10 4 1 23

富士河口湖町 5 6 3 1 3 18

鳴沢村 1 1

伊豆高原 1 1

伊東市 1 1

41 47 9 26 76 93 8 300

阿智村 1 6 4 11

茅野市 2 1 2 5

山ノ内町 12 2 10 24

松本市 1 3 4

小谷村 1 16 1 5 23

安曇野市 1 1

飯山市 2 2

信濃町 2 1 3 6

大町市 1 1

長野市 11 2 13

白馬村 6 30 4 40

飯田市 10 1 3 14

伊那市 1 1

蓼科村 1 1

2 24 4 80 12 0 24 146

郡上市 6 1 18 25

高山市 4 3 7

飛騨市 1 1 2

立山町 1 1 2

朝日町 1 1

黒部市 1 1

氷見市 1 1

富山市 1 1

石川県 能登町 1 1 2

新潟県 津南町 2 2

0 0 0 14 3 0 27 44

笠岡市 1 1

倉敷市 1 1

広島市 2 1 3

大崎上島町 2 3 5

呉市 2 1 3

安芸太田町 2 2 4

北広島町 1 1

宮島・廿日市 6 2 8

周防大島 2 3 5

美祢市 1 1

（単位：校数）1-（10） 宿泊地について（１泊目）

岐阜県

千葉県

北陸・信越・東海

長野県

計

岡山県

神奈川県

関東
富士
伊豆

静岡県

富山県

計

東京都

信州

北海道

東北

広島県

山梨県

計

計

計

北海道

山口県

中国･四国
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方 面 都道府県 宿泊地 滋賀県 京都府 奈良県 大阪府 兵庫県 和歌山県 大阪市 総 計

高知市 5 1 6

安芸市 2 2

大豊町 1 1

室戸市 2 2

四万十市 1 1

須崎市 1 1

島根県 西ノ島町 1 1

三好市 1 2 2 6 11

つるぎ町 1 1

牟岐町、海陽町、美波町 1 2 5 8

今治市 2 1 3

松山市 1 4 5

西条市 1 1

1 2 0 32 4 0 36 75

熊本市 1 1

人吉市 1 1

福岡市 1 1

朝倉市 3 3

宇佐市 1 1

人吉市 1 1

安心院町 1 1 2

佐賀県 唐津市 1 1 4 3 9

雲仙市 2 2 1 5

佐世保市 1 8 1 10

平戸市 1 1

松浦市 3 2 1 1 2 9

島原市 1 1 2

長崎市 8 8 4 43 52 1 13 129

南島原市 3 1 2 6

五島市 4 4

壱岐市 3 4 7

11 12 11 58 74 2 24 192

指宿市 1 3 3 1 8

鹿児島市 1 2 3

南さつま市 1 1

薩摩川内市 1 1

出水市 1 1

知覧町 1 1

霧島市 1 1 2 4

0 2 2 6 5 0 4 19

うるま市 2 2 6 6 7 23

伊江村 1 3 3 2 9

恩納村 7 1 4 33 16 2 63

金武町 1 1 1 3

国頭村 4 1 5

今帰仁村 1 1 7 17 8 34

糸満市 1 6 1 8

沖縄市 2 1 3

東村 1 1

読谷村 3 3 12 4 6 28

那覇市 5 2 3 3 3 2 18

南城市 2 3 10 5 1 21

北谷町 3 3 6

北中城村 2 1 3 6

本部町 4 1 9 18 17 4 53

名護市 3 4 8 8 23

大宜味村 1 1

(空白) 1 2 1 4

35 13 64 105 80 8 4 309

近畿 兵庫県 豊岡市 1 1

0 0 0 1 0 0 0 1

海外 オーストラリア ケアンズ 1 1

0 1 0 0 0 0 0 1計

長崎県

計

徳島県

高知県

愛媛県

計

沖縄県

計

鹿児島県

北九州

計

沖縄

南九州

福岡県

大分県

中国四国

1-（10） 宿泊地について（１泊目）

熊本県

計
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方 面 都道府県 宿泊地 滋賀県 京都府 奈良県 大阪府 兵庫県 和歌山県 大阪市 総 計

札幌市 1 1 2

富良野市 1 1 2

ニセコ 3 3

新十津川町 1 1

0 1 2 4 1 0 0 8

岩手県 一関市 1 1

福島県 天栄村 1 1

1 1 0 0 0 0 0 2

群馬県 みなかみ町 1 1

埼玉県 秩父市 1 1

浦安市 25 11 5 18 21 28 3 111

千葉市 2 6 5 10 23

江東区 3 2 3 10 18

港区 7 1 10 6 24

新宿区 3 4 3 10

千代田区 4 5 8 17

台東区 2 1 6 2 11

大田区 1 1

中央区 2 2 2 2 8

品川区 1 1 1 2 3 8

文京区 1 5 2 8

豊島区 2 1 9 12

墨田区 1 3 7 6 17

横須賀市 1 1

三浦市 2 2

横浜市 1 1 1 3

山中湖村 7 2 1 10

富士河口湖町 1 5 1 3 10

北杜市 1 1

静岡県 伊豆高原 3 3

43 38 19 27 75 92 6 300

阿智村 6 1 7

茅野市 1 2 1 2 6

山ノ内町 12 2 10 24

松本市 1 5 6

小谷村 2 14 7 23

松川村 2 2

飯山市 2 2

信濃町 2 1 3 6

大町市 1 3 4

長野市 3 2 5

白馬村 5 35 1 4 45

飯田市 1 9 6 16

伊那市 1 2 3

蓼科村 1 1

5 25 4 78 12 0 26 150

郡上市 6 16 22

高山市 3 1 5 9

飛騨市 1 1

立山町 1 2 3

富山市 2 1 3

能登町 1 1 2

七尾市 1 1

新潟県 津南町 2 2

0 0 0 13 3 0 27 43

岡山県 笠岡市 1 1

広島市 1 1

大崎上島町 4 6 10

江田島市 1 4 3 8

安芸太田町 2 2 4

福山市 1 1

沼隈町 1 1

宮島・廿日市 1 1

周防大島 3 3 6

美祢市 1 1

（単位：校数）

北海道

計

東北

計

関東
富士
伊豆

千葉県

東京都

神奈川県

山梨県

北海道

信州

岐阜県

富山県

計

1-（10） 宿泊地について（２泊目）

広島県

山口県

中国･四国

計

長野県

計

北陸・信越・東海

石川県
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方 面 都道府県 宿泊地 滋賀県 京都府 奈良県 大阪府 兵庫県 和歌山県 大阪市 総 計

高知市 2 3 5

安芸市 1 2 3

東陽町 1 1

室戸市 1 1 2

四万十市、三原村 1 1

須崎市 4 4

島根県 西ノ島町 1 1

三好市、つるぎ町 1 2 2 4 9

徳島市 1 1

牟岐町、海陽町、美波町 1 2 3 6

香川県 琴平町 1 1 1 3

今治市 3 3

松山市 2 2

2 1 1 32 3 0 36 75

熊本県 阿蘇市 1 1

福岡市 1 1 2

北九州市 1 4 5

朝倉市、久留米市 1 1 1 3

宇佐市 1 1

豊後高田市 1 1

安心院町 1 1 2

玄海町 1 1

武雄市 1 1

佐賀市 1 1

嬉野市 1 1

雲仙市 5 3 8

佐世保市 1 4 2 4 12 1 4 28

平戸市 2 2 4

松浦市 4 1 2 15 14 3 39

島原市 1 1

長崎市 3 5 2 13 22 1 6 52

南島原市 2 9 5 2 18

五島市 1 4 1 6

壱岐市 1 1 4 6

11 12 8 57 68 2 23 181

宮崎県 小林市 1 1 2

指宿市 3 1 4

鹿児島市 2 2

南さつま市 2 2

日置市 1 1

出水市 2 1 1 4 8

いちき串木野市 1 1

垂水市 1 1

南大隅町、肝付町、鹿屋市 1 1

霧島市 1 1

0 2 3 6 7 0 5 23

うるま市 1 9 7 10 27

伊江村 4 17 8 1 1 31

恩納村 6 2 5 14 14 1 1 43

金武町 5 2 6 2 15

国頭村 1 2 3

今帰仁村 2 3 7 19 9 40

糸満市 1 1

沖縄市 1 1 2

東村 1 2 1 4

読谷村 6 1 11 10 3 31

那覇市 9 3 3 4 9 5 33

南城市 1 4 9 3 1 18

北谷町 1 1

北中城村 1 1 2

本部町 2 8 11 12 1 34

名護市 1 2 2 5 10

伊是名村 1 1

大宜味村 2 2

(空白) 1 2 1 4

32 13 63 103 79 8 4 302

近畿 兵庫県 豊岡市 1 1

0 0 0 1 0 0 0 1

海外 オーストラリア ケアンズ 1 1

0 1 0 0 0 0 0 1

愛媛県

計

計

鹿児島県

計

沖縄県

計

北九州

大分県

長崎県

1-（10） 宿泊地について（２泊目）

中国四国

沖縄

福岡県

南九州

佐賀県

高知県

徳島県

計

計
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方 面 都道府県 宿泊地 滋賀県 京都府 奈良県 大阪府 兵庫県 和歌山県 大阪市 総 計

ニセコ 1 1

長沼町 1 1

0 0 0 2 0 0 0 2

東北 岩手県 一関市 1 1

1 0 0 0 0 0 0 1

埼玉県 秩父市 1 1 2

神奈川県 横須賀市 1 1 2

山梨県 富士河口湖町 1 1

1 0 1 1 1 0 1 5

長野市 9 2 11

白馬村 1 2 3

阿智村 2 2

安曇野市 1 1

伊那市 2 2

飯田市 6 1 3 10

0 0 0 19 1 0 9 29

立山町 1 1 2

黒部市 1 1

朝日町 1 1

石川県 能都町 1 1 2

岐阜県 郡上市 1 2 7 10

0 0 1 4 0 0 11 16

大崎上島町 2 2

北広島町 1 1

安芸太田町 2 1 3

三好市 1 1 5 7

美波町、牟岐町、海陽町 4 4

室戸市 1 1

大豊町 1 1

安芸市 1 1

四万十市 1 1

須崎市 1 1 1 3

2 0 0 4 2 0 16 24

福岡県 朝倉市 3 3

安心院町 1 1 2

宇佐市 1 1

佐賀県 唐津市 3 3

五島市 3 3

平戸市 1 1

松浦市 3 2 1 1 2 9

島原市 1 1 2

南島原市 3 1 2 6

3 2 4 8 8 0 5 30

出水市 1 1

南さつま市 1 1

知覧町 1 1

薩摩川内市 1 1

0 0 0 2 1 0 1 4

伊江村 1 3 3 7

金武町 1 1 2

今帰仁村 1 1 3 7 12

大宜味村 1 1

東村 1 1

読谷村 1 2 3 4 10

南城市 2 2 2 4 2 12

本部町 1 1 2

北中城村 1 2 3

糸満市 1 1 2

うるま市 1 2 1 1 5 10

6 7 10 11 26 0 2 62

13 9 16 51 39 0 45 173１泊目合計

北海道

沖縄県

計

計

高知県

富山県

大分県

関東・富士・伊豆

北九州

北陸・信越・東海

沖縄

1-（10） 民泊の利用状況(１泊目） （単位：校数）

計

計

南九州 鹿児島県

計

計

広島県

計

長崎県

計

徳島県

中国・四国

計

信州 長野県

北海道
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方 面 都道府県 宿泊地 滋賀県 京都府 奈良県 大阪府 兵庫県 和歌山県 大阪市 総 計

北海道 北海道 ニセコ 1 1

0 0 0 1 0 0 0 1

東北 岩手県 一関市 1 1

1 0 0 0 0 0 0 1

埼玉県 秩父市 1 1

群馬県 みなかみ町 1 1

神奈川県 横須賀市 1 1

2 0 0 0 1 0 0 3

長野市 3 2 5

大町市 1 1 2

松川村 2 2

伊那市 1 2 3

飯田市 1 4 2 7

(未記入） 1 1

0 1 1 11 0 0 7 20

富山県 立山町 1 2 3

石川県 能都町 1 1

岐阜県 郡上市 1 4 5

0 0 0 3 0 0 6 9

沼隈町 1 1

福山市 1 1

江田島市 1 4 3 8

安芸太田町 1 1

大崎上島町 4 5 9

山口県 周防大島 2 1 3

三好市 1 2 2 1 6

美波町、牟岐町、海陽町 2 2 4

東洋町 1 1

四万十市、三原村 1 1

須崎市 4 4

1 0 1 20 2 0 15 39

福岡県 朝倉市、久留米市 1 1

安心院町 1 1 2

豊後高田市 1 1

宇佐市 1 1

唐津市 1 1 4 6

玄海町 1 1

五島市 1 1 2

佐世保市 1 1 2

松浦市 4 1 2 15 14 3 39

平戸市 2 2 4

南島原市 2 9 5 2 18

6 3 4 28 27 0 9 77

宮崎県 小林市 1 1

出水市 2 1 1 4 8

垂水市 1 1

南さつま市 2 2

日置市 1 1

いちき串木野市 1 1

南大隅町 1 1

0 2 3 2 4 0 4 15

伊江村 6 4 17 8 1 1 37

伊是名村 1 1

金武町 2 4 2 8

今帰仁村 2 2 6 19 4 33

大宜味村 2 2

東村 1 2 1 4

読谷村 5 1 2 9 3 20

南城市 4 6 3 13

本部町 9 1 3 6 6 1 26

北中城村 1 1 1 3

うるま市 2 6 4 3 15

25 4 30 69 31 2 1 162

35 10 39 134 65 2 42 327

計

計

２泊目合計

鹿児島県

計

沖縄

（単位：校数）

計

関東・富士・伊豆

計

信州 長野県

計

北陸・信越・東海

計

北九州

計

佐賀県

高知県

大分県

沖縄県

南九州

1-（10） 民泊の利用状況(２泊目）

中国・四国

広島県

徳島県

計

長崎県
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１－（１１） 宿泊機関について
行先 宿泊県 1泊目泊地 1泊目機関名 行先 宿泊県 1泊目泊地 1泊目機関名

定山渓ホテル 中央区 パールホテル茅場町
ニューオータニイン札幌 KKRホテル東京

札幌北広島クラッセホテル 赤坂エクセルホテル東急
定山渓温泉ホテル鹿の湯 オリンピックイン神田

新十津川町 ホテルグリーンパークしんとつかわ グランドアーク半蔵門
長沼町 民泊 ダイヤモンドホテル

ザ・グリーンリーフ・ニセコビレッジ 都市センターホテル
ニセコグランドホテル ホテルメトロポリタンエドモント

ニセコ温泉郷 いこいの湯宿 いろは ホテルモントレ半蔵門
民泊 ホテルルポール麹町

湯元ニセコプリンスホテルひらふ亭 サンシャインシティプリンスホテル
美瑛町 ペンション（分宿） 第一イン池袋

富良野市 ホテル ベルヒルズ ホテル ベルクラシック東京
勇払郡占冠村 星野リゾート トマム ザ・タワー ホテルグランドシティ

岩手県 一関市 民泊 ホテルメトロポリタン
福島県 天栄村 ブリティッシュヒルズ 水道橋グランドホテル
宮城県 気仙沼市 大島民宿協同組合 東京ドームホテル
茨城県 つくば市 つくばグランドホテル ホテル機山館

三浦市 マホロバ・マインズ三浦 ホテル東京ガーデンパレス
横須賀市 民泊 東京グリーンホテル後楽園

ホテルニューグランド 赤坂陽光ホテル
横浜ベイホテル東急 グランドニッコー東京 台場
ローズホテル横浜 品川東武ホテル

群馬県 みなかみ町 民泊 品川プリンスホテル
埼玉県 秩父市 民泊 新橋愛宕山 東急REIホテル

伊豆高原 ペンションブルーム（分宿） 東京グランドホテル
伊東市 他 ペンションマーガレット 他 ホテル アジュール竹芝

SPA&HOTEL 舞浜ユーラシア ホテルマイステイズプレミア浜松町
浦安ブライトンホテル東京ベイ ホテルマイステイズプレミア浜松町（旧アートホテルズ浜松町）

オリエンタルホテル東京ベイ マロウドイン赤坂
サンルートプラザ東京 鳴沢村 富士緑の休暇村

シェラトン・グランデ・トーキョーベイホテル 花水庭おおや
ディズニーアンバサダーホテル 湯けむり富士の宿 大池ホテル

東京ディズニーセレブレーションホテル R-139 association
東京ベイ舞浜ホテル 大石荘

東京ベイ舞浜ホテル クラブリゾート 河口湖パークホテル
ヒルトン東京ベイ フジ河口湖ドットコム

ホテルエミオン東京ベイ 富士ビューホテル
ホテルドリームゲート舞浜 フジプレミアムリゾート
ホテルマイステイズ舞浜 ペンション

三井ガーデンホテルプラナ東京ベイ ホテル湖龍
館山市 館山リゾートホテル 民泊

アパホテル＆リゾート東京ベイ幕張 レイクランドホテルみづのさと
ホテルグリーンタワー幕張 北杜市 清里高原ペンション
ホテルスプリングス幕張 Let's山中湖 他

ホテルニューオータニ幕張 テニスロッジ光
ホテルフランクス 花だより
メイプルイン幕張 ペンション

デイナイスホテル東京 ミッチーラブ、シルバースプレイ 他
東京スポーツ文化館 山中湖ペンション村

東京ベイ有明ワシントンホテル 安曇野市 民泊
ホテルイースト21東京 昼神グランドホテル天心
ホテルサンルート有明 民泊

パールホテル葛西 湯元ホテル 阿智川
ベストウェスタン 東京西葛西 リフレッシュinひるがみの森

大田区 ホテルビスタ蒲田東京 不動温泉 華菱
第一ホテル東京シーフォート 花薫る宿 よし乃亭

ハートンホテル東品川 民宿（南信州観光公社）
ホテルプリンセスガーデン 民泊

ホテルマイステイズプレミア大森 湯元久米川温泉
ホテルルートイン五反田 ユルイの宿 恵山
新宿ニューシティホテル アネックスアブラヤ
新宿ワシントンホテル 斑尾高原ペンション
東京ビジネスホテル 斑尾高原ペンション（分宿）
ホテルリステル新宿 伊那市 民泊

ホテルローズガーデン新宿 黒部観光ホテル
第一ホテル両国 黒部ビューホテル

東武ホテルレバント東京 ホテルからまつ荘
パールホテル両国 民泊
両国ビューホテル 白馬アルプスホテル

浅草橋ベルモントホテル ペンション（分宿）
浅草ビューホテル ホテルグリーンプラザ白馬

上野ターミナルホテル ホテルシェラリゾート白馬
ベルモントホテル ホテルベルハート 他
ユニゾイン浅草 リゾートインヤマイチ

銀座キャピタルホテル 黒姫ライジングサンホテル

住庄ほてる ホテルタングラム

長野県

富士河口湖町

山梨県

飯田市

信濃町

小谷村

墨田区

飯山市

台東区

大町市

信州

北海道

札幌市

千代田区

ニセコ町

豊島区

品川区

阿智村

新宿区

関東
富士
伊豆

神奈川県

横浜市

静岡県

千葉県

浦安市

千葉市

中央区

小谷村

東京都

関東
富士
伊豆

北海道

東京都

文京区

港区

東北

江東区

山中湖村

江戸川区
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１－（１１） 宿泊機関について

行先 宿泊県 1泊目泊地 1泊目機関名 行先 宿泊県 1泊目泊地 1泊目機関名
信濃町 民泊 富山市 湯宿ホワイトベル 他

池の平白樺高原ホテル 氷見市 民宿（わたなべ、灘浦荘、美岬）
亀屋ホテル 新潟県 津南町 ニュー・グリンピア津南

車山高原ペンション 笠岡市 中西屋旅館、お多福旅館、民宿天城荘

八子ヶ峰ホテル 倉敷市 倉敷アイビースクエア
民泊 倉敷市 鷲羽グランドホテル 備前屋甲子

信州松代ロイヤルホテル 島根県 西ノ島町 隠岐シーサイドホテル鶴丸
ホテル五龍館 いこいの村ひろしま

エコーランドみそら野ペンショングループ グリーンスパつつが 他
オーバーグルグル 他 民泊

カーサビアンカ五竜 他 江田島市 民泊
切久保館 他 民泊

しらかば会（分宿） きのえ温泉 ホテル清風館
ハイジホフ 他 呉市 グリーンピアせとうち

ハイジホフ・白馬アルパインホテル 沼隈町 民泊
白馬エコーランドペンションクラブ（分宿） 安芸グランドホテル

白馬東急ホテル 宮島シーサイドホテル
プチホテルみそら野 他 宮浜グランドホテル
ペンションノンネル 他 グランドプリンスホテル広島

細野館 他 ホテルグランヴィア広島
細野館、対岳館、丸金旅館、えびすや ホテルニューたちばな
ホテル・ラ・モンターニュ・フルハタ 他 旅館魚光
ホテル・ラ・モンターニュ・フルハタ、やまきち館、ロッジ北林、ファミーユ若田、ロッジ加根二 福山市 民泊

ホテル対岳館 他 瀬戸内荘やまもと 他
みずほ山荘・呼雲荘・ホテルエルマージョ 民泊

民宿やまきち 他 周防大島温泉ホテル大観荘
民泊 美弥市 秋芳ロイヤルホテル 秋芳館

リバーサイドやまや 他 今治国際ホテル
ロッジ北林 他 ホテルアジュール汐の丸

ロッジなかや 他 富士見園
白馬グラードインえびすや 他 西条市 休暇村瀬戸内東予

白馬ホテルけやきの樹 松山市 ホテル椿館別館
白馬樅の木ホテル 琴平グランドホテル 桜の抄

民宿 ことひら温泉 琴参閣
松川村 民泊 土佐ロイヤルホテル

五千尺ロッヂ 民泊（高知県東部観光協会）
休暇村 乗鞍高原 大豊町 民泊
山水館信濃 他 ザ クラウンパレス新阪急高知

山水館信濃・旅館けやき山荘・旅館福島屋・旅館しろがね・四季彩の宿やまぶき 三翠園
ペンション（分宿） 城西館

乗鞍ライジングサンホテル山百合 他 土佐御苑
熊の湯ホテル ホテル南水

志賀一井ホテル 四万十市 民泊
志賀パークホテル 四万十市・三原村 民泊
志賀ホワイトホテル 須崎市 民泊
志賀レークホテル 東洋町 民泊

硯川ホテル ニューサンパレスむろと 他
高天ヶ原ホテル ホテル明星
ホテル 一之瀬 民泊

ホテル ラフォーレ志賀 HOTEL LIVERししくい、ふれあいの宿遊遊NASA

ホテルアララギ ペンションししくい
ホテル一之瀬 民泊

ホテルサニー志賀 ホテル リビエラ ししくい
ホテルジャパン志賀 つるぎ町 民泊

ホテルホゥルス志賀高原 徳島市 徳島グランドホテル偕楽園
ホテルむつみ 祖谷渓温泉 ホテル秘境の湯

奥能登 民泊 ホテルかずら橋
七尾市 宿守屋寿苑 民泊

春蘭の里 大歩危祖谷阿波温泉 あわの抄
民泊 美波町 ホテル白い燈台

郡上高原ホテル 美波町、牟岐町、海陽町 民泊
ペンションブルーム 民泊
ホテル郡上八幡 民泊（NPO法人安心院町ｸﾞﾘｰﾝﾂｰﾘｽﾞﾑ研究会）

民泊 宇佐市 民泊
鷲ヶ岳高原ホテル レインボー 嬉野市 嬉野温泉 ホテル華翠苑

緑風苑きよはる 唐津ロイヤルホテル
高山グリーンホテル 民泊
ひだホテルプラザ 玄海町 民泊

ホテルアソシア高山リゾート 佐賀市 ホテル龍登園
民宿三宅荘 武雄市 武雄センチュリーホテル

高山市 龍リゾート＆スパ 近海荘他（筒城七浜会）
飛騨市 飛騨数河ホテル シーサイドイン白鴎
飛騨市 ロッヂ大岩荘 他 福川荘、乙島荘、宝盛荘
朝日町 民泊 壱岐ステラコート太安閣
黒部市 民泊 雲仙福田屋
立山町 民泊 小浜温泉旅館（分宿）

富山市 立山国際ホテル 新雲仙東洋館（※旧ホテル東洋館）

壱岐市

佐賀県

大崎上島町

広島県

白馬村

山口県
周防大島町

中国
四国

長野県

富山県

岐阜県

富山県
北陸
東海
信越

徳島県

大分県
安心院町

高山市

唐津市

室戸市

海陽町

愛媛県
今治市

香川県 琴平町

広島市

北陸
信越
東海

三好市

雲仙市

北九州

石川県
能登町

郡上市

信州

松本市

高知県

安芸市

高知市

山ノ内町

岡山県

長野市

長崎県

廿日市市

茅野市

安芸太田町
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１－（１１） 宿泊機関について

行先 宿泊県 1泊目泊地 1泊目機関名 行先 宿泊県 1泊目泊地 1泊目機関名
知多屋、國崎、恵比須屋、蒸気屋、山田屋、福徳屋、ゆのか サザンビーチホテル＆リゾート沖縄

ゆやど雲仙新湯 民泊
恵比須屋、國崎、福徳屋、春陽館、山田屋 AJリゾートアイランド伊計島

五島市 民泊 ホテル浜比嘉島リゾート
ウォーターマークホテル長崎・ハウステンボス 民泊

西海橋コラソンホテル うるま市・名護市 民泊（古宇利島・屋我地島）
ハウステンボス フォレストヴィラ 大宜味村 民泊

変なホテル ハウステンボス 沖縄市 東京第一ホテル オキナワグランメールリゾート

ホテルオークラJRハウステンボス 沖縄かりゆしビーチリゾート・オーシャンスパ

ホテル日航ハウステンボス コテージにらい恩納 他
ホテルローレライ コンドミニアムホテル しまんちゅクラブ

民泊 シェラトン沖縄サンマリーナリゾート
民泊（鹿町・小佐々地区） デザイナーズリゾート・なかどまinn

弓張の丘ホテル プチホテルキーウエストクラブ
九十九島 ホテル&リゾート フラッグス ベストウェスタン沖縄恩納ビーチ

九十九島ベイサイドホテル ペンション村
西海橋コラソンホテル ホテル ムーンビーチ

民泊 ホテルサンセットヒル
島原温泉 ホテル南風楼 ホテルみゆきビーチ

ANAクラウンプラザホテル長崎グラバーヒル ホテルモントレ沖縄スパ＆リゾート
稲佐山観光ホテル みゆきハマバルリゾート

エスペリアホテル長崎 リザンシーパークホテル谷茶ベイ
ザ・ホテル長崎BWプレミアコレクション ネイチャーみらい館

長崎 にっしょうかん 民泊
長崎I・Kホテル 北谷町 ザ・ビーチタワー沖縄

長崎あぐりの丘高原ホテル EMウェルネスリゾート コスタビスタ沖縄 ホテル＆スパ

長崎インターナショナルホテル 民泊
長崎温泉やすらぎ伊王島 JALプライベートリゾート オクマ

長崎スカイホテル 民泊
長崎ブルースカイホテル 中城村 民泊

長崎ホテル異邦館 民泊
長崎ホテル清風 リゾートホテル ベルパライソ

にっしょうかん 新館 梅松鶴 今帰仁村・名護市 民泊
ニューうらかみホテル 伊是名村 民泊
ホテルJALシティ長崎 沖縄サンコーストホテル

ホテルセントポール長崎 オキナワマリオットリゾート＆スパ
ホテル長崎 センチュリオンホテルリゾート 沖縄名護シティ

ホテルニュー長崎 ベストウェスタン沖縄幸喜ビーチ
ホテルマリンワールド ホテルゆがふいんおきなわ
ホテルモントレ長崎 ホテルリゾネックス名護
ルークプラザホテル 沖縄国際ユースホステル

矢太樓 沖縄ナハナ・ホテル＆スパ
矢太樓 南館 沖縄ホテル

平戸市 民泊 スマイルホテル沖縄那覇
松浦市 民泊 ダイワロイネットホテル那覇国際通り

南島原市 民泊 ダブルツリーbyヒルトン那覇首里城
ほどあいの宿 六峰舘 那覇セントラルホテル

民泊 南西観光ホテル
朝倉市・久留米市 民泊 ネストホテル那覇

北九州八幡ロイヤルホテル パシフィックホテル沖縄
クラウンパレス北九州 ホテルJALシティ那覇

リーガロイヤルホテル小倉 ホテルオーシャン
博多グリーンホテル ホテルサン沖縄

ホテルヒルトン福岡シーホーク ホテルサンパレス球陽館
ホテルモントレ ラ・スール福岡 ホテルチュラ琉球

阿蘇市 阿蘇の司ビラパークホテル＆スパリゾート ホテルパームロイヤルNAHA
人吉市 人吉温泉 清流山水花 あゆの里 ロワジールホテル那覇
人吉市 清流山水花 あゆの里 民泊

宮崎県 小林市 民泊 ユインチホテル南城
いちき串木野市 民泊 東村 民泊

出水市 民泊 ホテルマハイナウェルネスリゾートオキナワ

指宿海上ホテル ホテルゆがふいんBISE
指宿シーサイドホテル 民泊
指宿フェニックスホテル センチュリオンホテルリゾートヴィンテージ沖縄美ら海

休暇村 指宿 ホテルモトブリゾート
温泉ホテル 中原別荘 マリンピアザ オキナワ

鹿児島産ロイヤルホテル 本部グリーンパークホテル
ベストウェスタンレンブラントホテル鹿児島リゾート 沖縄残波岬ロイヤルホテル

霧島市 霧島国際ホテル サンマリーナホテル
薩摩川内市 民泊 ビーチリゾートモリマー

垂水市 民泊 ホテル むら咲むら
知覧町 民泊 民泊

中薩・南薩 民泊 近畿 兵庫県 豊岡市 神鍋高原ニューみちや 他

日置市他 民泊 海外 オーストラリア ケアンズ ケアンズコロニアルクラブリゾート
南大隅町・肝付町・鹿屋市 民泊

南さつま市 民泊

沖縄 沖縄県 伊江村 民泊

雲仙市

長崎市

佐世保市

長崎県

今帰仁村

読谷村

南九州

名護市

那覇市

福岡県

朝倉市

北九州市

福岡市

熊本県

南城市

北九州

沖縄 沖縄県

本部町

鹿児島市

南九州 鹿児島県

鹿児島県

指宿市

糸満市

うるま市

恩納村

島原市

金武町

北中城村

国頭村
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（単位：校数）

連泊 単泊 実施校計 連泊率

0 8 8 0.0%

2 1 3 66.7%

168 141 309 54.4%

76 74 150 50.7%

14 34 48 29.2%

15 63 78 19.2%

32 158 190 16.8%

0 23 23 0.0%

56 253 309 18.1%

1 0 1 100.0%

1 0 1 100.0%

0 1 1 0.0%

365 755 1,121 32.6%

（回答分のみ順不同）

・いすず旅行会 ・南海国際旅行

・近畿日本ツーリスト ・日本トラベルセンター

・エイチ・アイ・エス ・日本観光旅行センター

・ＪＴＢ京阪トラベル ・日本旅行

・ＪＴＢ西日本 ・農協観光

・近畿観光 ・阪急交通社

・サントラベルサービス ・名鉄観光サービス

・東武トラベル ・スカイウェイ

・奈良旅ネットワーク ・ロイヤルツーリスト

・竜神観光 ・たびインターナショナル

・トラベルメイト ・国際トラベル大阪

中国・四国

１－（１２） 宿泊施設の連泊数について

関東・富士・伊豆

東北

北海道

信州

北陸・信越・東海

行先

北九州

南九州

沖縄

海外

近畿

１－（１３） 利用旅行会社について

合計

（空白）

 
15



主要交通機関

滋賀県 京都府 奈良県 大阪府 兵庫県 和歌山県 大阪市 総 計 構成比

（1）近修委等の集約列車を利用 0 22 5 28 99 44 34 232 20.7%
（2）集約以外 95 73 98 303 159 61 97 886 79.0%
（空白） 0 1 0 0 0 1 1 3 0.3%

総 計 95 96 103 331 258 106 132 1,121 100.0%

集約列車の利用比率 0.0% 22.9% 4.9% 8.5% 38.4% 41.5% 25.8% 20.7%

利用交通機関

往路･復路/復路･往路 滋賀県 京都府 奈良県 大阪府 兵庫県 和歌山県 大阪市 総 計 構成比

ＪＲ/ＪＲ 37 41 26 89 140 53 41 427 38.1%
ＪＲ/航空機 0 13 4 6 8 22 0 53 4.7%
船舶/船舶 0 0 0 1 0 0 1 2 0.2%
バス/バス 3 26 5 121 19 2 79 255 22.7%
ＪＲ/バス 18 15 0 3 1 0 6 43 3.8%

航空機/航空機 37 1 68 110 90 27 4 337 30.1%
（空白） 0 0 0 1 0 2 1 4 0.4%

総 計 95 96 103 331 258 106 132 1,121 100.0%

２．主要交通機関について

（単位：校数）

（単位：校数）

0 1 0 0 0 1 1 3

95

73
98 303

159 61
97 886

0
22

5 28

99 44
34 232

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

滋賀県 京都府 奈良県 大阪府 兵庫県 和歌山県 大阪市 総 計

主要交通機関

（1）近修委等の集約
列車を利用

（2）集約以外

（空白）

37

41

26

89

140

53

41

13

4

6

8

22

1

1

3

26

5

121

19

2

79

18

15

3

1

6

37

1

68

110

90

27

4

1

2

1

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

滋賀県

京都府

奈良県

大阪府

兵庫県

和歌山県

大阪市

利用交通機関

ＪＲ/ＪＲ

ＪＲ/航空機

船舶/船舶

バス/バス

ＪＲ/バス

航空機/航空機

（空白）
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３.修学旅行実施旅行会社の選定について

選定方法 校数 割合

（１）毎年選定する 861 76.8%
（２）２～３年ごとに選定 223 19.9%
（３）その他 31 2.8%
（空白） 6 0.5%

合 計 1,121 100.0%

※（３）その他のコメント

・４～５年に一度選定

・県修学旅行団にて選定

・必要に応じて

・地元校長会にて指定（選定）

・不備が無ければ継続

（単位：校数）

※割合は回答数1,121に対する割合

（１）毎年選定

する 76.8%

（２）２～３年

ごとに選定

19.9%

（３）その他

2.8%

（１）毎年選定する

（２）２～３年ごとに選定

（３）その他
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方 面 滋賀県 京都府 奈良県 大阪府 兵庫県 和歌山県 大阪市 総 計

（1）今年度と同じ 69 85 86 218 192 99 54 803
（2）旅行先を変える 北海道 0
（回答のあった方面のみ） 東北 0

関東 2 1 1 1 3 1 2 11
信州 10 2 2 14
東海・北陸・信越 5 1 3 9
中国・四国 1 1 9 2 18 31
北九州 2 2 1 6 6 4 21
南九州 1 3 2 6
沖縄 2 2 2 6 7 1 2 22
近畿 0
空白・未定 2 1 1 15 11 1 11 42

（2）小計 9 6 6 53 35 3 44 156
（3）検討中 17 5 11 59 26 1 31 150
(空白) 0 0 0 1 5 3 3 12

95 96 103 331 258 106 132 1,121総 計

４.今後（数年内）の旅行先についてお聞かせください。
（単位：校数）
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５ 「民泊」について

（１）民泊を利用したか

□府県別利用状況

滋賀県 京都府 奈良県 大阪府 兵庫県 和歌山県 大阪市 合計 割合

55 20 58 196 109 2 91 531 47.4%
40 76 45 135 149 104 40 589 52.5%
0 0 0 0 0 0 1 1 0.1%
95 96 103 331 258 106 132 1,121 100.0%
37 15 41 165 89 2 80 429

□民泊利用校における今後の利用予定

滋賀県 京都府 奈良県 大阪府 兵庫県 和歌山県 大阪市 合計 割合

ア：数年間は利用 43 14 52 156 76 2 71 414 78.0%
イ：次年度まで利用 6 1 1 14 12 0 11 45 8.5%
ウ：今後は利用しない 6 3 4 11 11 0 3 38 7.2%
エ：未回答及び未定 0 2 1 15 10 0 6 34 6.4%

□利用なし校における今後の利用予定

滋賀県 京都府 奈良県 大阪府 兵庫県 和歌山県 大阪市 合計 割合

ア：今後も利用しない 23 53 28 65 70 69 18 326 55.3%
イ：次年度より利用 3 1 3 14 14 0 10 45 7.6%
ウ：数年以内に利用 2 1 3 11 8 0 7 32 5.4%
エ：未回答及び未定 12 21 11 45 57 35 5 186 31.6%

（単位：校数）

（単位：校数）

（単位：校数）

平成28年利用数

合計

利用した
利用しなかった

（空白）

ア：今後も利用しない
55.3%

イ：次年度より利用
7.6%

ウ：数年以内に利用
5.4%

エ：未回答及び未定
31.6%

ア：今後も利用しない

イ：次年度より利用

ウ：数年以内に利用

エ：未回答及び未定

ア：数年間は利用

78.0%

イ：次年度まで利用

8.5%

ウ：今後は利用しない

7.2%

エ：未回答及び未定

6.4%
ア：数年間は利用

イ：次年度まで利用

ウ：今後は利用しない

エ：未回答及び未定
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・ ①危機管理（アレルギー・天災等） ②費用 ③受け入れ側のマンネリ化 ④受け入れ民泊の差（食事・体験・部屋等）

・ 安全面の不安

・ 食アレルギー対応や化学物質・動物アレルギー等への対応が不十分だから

・ 今後ではなく、来年は利用しない。（支援学級制の関係で）

・ 肢体不自由児（重度）に配慮した行程とするため

・ 特別支援学級在籍生徒への配慮など

・ 特別支援的な課題が次年度は多いので、民泊は難しいと判断したため

・ 泊行事検討委員会にて方面と取組内容は決定するが、詳細は学年に委ねている。そのため、年度によって実施するかは未定である

・ 来年度と次年度については利用しない。（その先は未定）該当の学年の生徒には支援や配慮の必要な生徒が複数名在籍するため

・ 来年度は利用しない（特別支援の生徒やアレルギーの生徒が多いため）。毎年活動については検討しているので、再来年度以降の民泊を行うかは未定。

・ ①民泊での各家庭の取り組みに差がある ②自然災害が起こった時の安全確認に不安が残る

・ 各民泊先の体験内容に差があるため

・ 民泊間での食事や活動に差があるため検討

・ 民泊先によって体験活動や食事内容など差が大きいため

・ 民泊先の施設面での差が大きく、生徒・保護者より不満の声が多くなったため

・ 1年ごとに見直しをし、次年度は民泊場所が異なるため

・ 1年の学年主任が民泊とは違う計画をしているため

・ 31年度は旅行先を変更する予定のため

・ H30年度は利用しないが、その後は未定。アレルギーの対応に不安がある

・ H31年度より行先を変更。具体的な内容はまだ決定していないから

・ 行先等の大きな変更をしたため

・ 行先を変更するため

・ 学年全体の行事であることを重視し、団体行動をさせたい

・ 学年で決める内容なので、各学年に任せている

・ 学年によってかわる

・ 学年の実態（生徒の様子）にあわせて利用した

・ 学年の方針（保護者アンケートによる）

・ コース変更により利用できないため

・ 次年度から3年間は関東方面でホテルもしくはペンション利用を考えているため

・ 次年度は決定しているが、その後は未定

・ 修学旅行の行先が毎年変わるため

・ 体験活動に代わる活動を計画しているため

・ とりあえずH30年度は利用しない。学年の意向による

・ 年度ごとに目的が変更するため

・ 平成31年度より行先を変更するため

・ 平成31年度より民宿に変更予定のため

・ ペンションに変更の可能性があるため

・ 方面の見直しのため

・ 毎年修学旅行先の選定を行っているため

・ 民泊を利用するかどうかはその都度検討。次年度は利用しないことで決定

・ 旅行先を変更することを検討中

・ 現時点で民泊の利用が決まっているのが次年度までとなっているため（それ以降は今後検討）

・ 検討中

・ 平成31年度より義務教育学校となるために検討中

・ 未定

・ 個別対応が多くなるから

・ 時間的な問題

・ 集団づくりの観点から、クラスでのミーティングに重点を置く取り組みを行うため

・ 幅広い体験活動をさせたいため

・ 他の活動に時間を使う予定のため

・ 細かいところは、学年の要望により決定しているため

・ 特に大きな理由はない。次年度は民泊を利用しないが、次々年度は民泊を視野に入れて検討中

・ 保護者の中に反対される方がいるため

・ 民泊に不都合があったという理由ではない

・ メリットもあるがデメリットを考え、そちらを重視したため

・ 予約（確保）がなかなかできない

・ クラス分宿も希望するため

※まったく同じ意味の回答は割愛しました。

（２）設問５（１）の民泊利用校で、今後は「次年度まで利用」または「今後は利用しない」と回答校におけるその理由。
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６．「お小遣い」について」（参加生徒一人当たり）
（１）府県別 （単位：円）

滋賀県 京都府 奈良県 大阪府 兵庫県 和歌山県 大阪市 総計

最高額 20,000 20,000 15,000 15,000 22,000 30,000 10,000 30,000

最低額 5,000 3,000 5,000 3,000 3,000 5,000 5,000 3,000

平均額 11,943 7,863 9,838 7,531 10,632 15,679 6,462 9,993

（２）方面別 （単位：円）

北海道・東北 関東 信州 北陸 中国・四国 北九州 南九州 沖縄

最高額 15,000 30,000 10,000 10,000 13,000 15,000 10,000 20,000

最低額 8,000 5,000 3,000 3,000 3,000 5,000 3,000 3,000

平均額 10,500 13,362 5,948 6,292 6,273 7,864 7,196 9,890

（備考）

・関東＝関東・富士・伊豆 、 北陸＝北陸・東海・信越

・近畿、海外については実施1校のみのため記載せず。

（３）方面別、小遣いに含まれるもの （単位：円）

北海道・東北 関東 信州 北陸 中国・四国 北九州 南九州 沖縄

ｱ.お土産代 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0%

ｲ.食事代 90.0% 78.7% 12.4% 37.5% 29.9% 59.5% 43.5% 82.9%

ｳ.体験学習費 0.0% 14.0% 0.7% 2.1% 0.0% 9.2% 4.3% 6.8%

ｴ.間食費 80.0% 85.7% 36.6% 47.9% 44.2% 61.1% 60.9% 71.6%

ｵ.その他 10.0% 9.0% 0.7% 0.0% 1.3% 5.9% 4.3% 4.8%

（備考）

・上記表の各項目の％は全回答校数に対する割合（複数回答）

・関東＝関東・富士・伊豆 、 北陸＝北陸・東海・信越

・「イ．食事代」は自由行動中。「エ．間食費」はジュース代など
・近畿、海外については実施1校のみのため記載せず。
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７．学びの集大成を図る修学旅行の取組について

（１） 修学旅行準備や当日の取組を通して、生徒に育成したいもの（複数回答）
滋賀県 京都府 奈良県 大阪府 兵庫県 和歌山県 大阪市 合計

ア 94.7% 96.9% 94.2% 96.4% 95.0% 100.0% 97.7% 96.3%

イ 78.9% 68.8% 77.7% 69.8% 79.5% 75.5% 61.4% 73.0%

ウ 20.0% 32.3% 23.3% 18.1% 22.9% 25.5% 34.8% 23.7%

エ 5.3% 2.1% 5.8% 4.8% 4.3% 0.9% 3.8% 4.1%

オ 78.9% 75.0% 75.7% 71.6% 77.5% 86.8% 65.2% 74.9%

カ 64.2% 41.7% 73.8% 51.1% 67.8% 73.6% 41.7% 58.3%

キ 10.5% 4.2% 17.5% 14.2% 9.7% 4.7% 12.9% 11.2%

キ．その他のコメント
ESD（持続可能か開発のための教育）の視点 環境に関する興味・関心の育成
自主性や自己決定 自然とのふれあい
日本の自然や風土を大切にする心を養う 姉妹都市との交流
生涯スポーツとしてスキー技術を取得し、楽しむ 世界遺産学習
人権平和学習の視点に立った人権・平和意識の高揚 平和学習
防災教育 臨機応変に対応する力
あらゆる差別や人権侵害を許すことなく、相手の立場に立って行動できる豊かな心の育成
校訓や学校教育目標、あるいは「目指す生徒像」に係る資質・能力（の伸長）
ふるさと教育（学習を通して知った、ふるさとの特産品を東京で販売し、ふるさとをＰＲ）
第二次世界大戦の戦禍について学び、この戦争を通して平和について考える
平和学習や人権学習の集大成として「和」を敬う心の育成
本校の教育課程に沿った、海洋教育・防災教育・平和教育の実施

（２） 修学旅行の企画・実施への生徒の関わり方（考え、選択、決定等）
滋賀県 京都府 奈良県 大阪府 兵庫県 和歌山県 大阪市 合計

ア 6.3% 10.4% 14.6% 6.3% 20.9% 13.2% 9.1% 11.8%

イ 52.6% 40.6% 51.5% 48.9% 37.6% 32.1% 42.4% 43.8%

ウ 48.4% 51.0% 50.5% 49.8% 48.1% 60.4% 60.6% 51.7%

エ 6.3% 15.6% 13.6% 12.4% 8.5% 10.4% 11.4% 11.1%

オ 1.1% 2.1% 1.0% 2.4% 0.0% 0.9% 3.8% 1.6%

オ．その他のコメント
主に旅行方面の決定
期間中のルール作りなどを委員会活動等を通して関わっている
見学地の情報収集など
実行委員会が旅行の約束などを決定する
修学旅行実行委員会を中心に、ホテルでのレクリエーション大会を企画
人格形成についての取組
体験活動、決まりなどの内容決定
バス車内や全体のレクリエーションの企画、運営
ふるさとの学び
平和学習実行委員会
小遣いや持ち物などのルール全般に渡り関わる
保護者説明会でのプレゼンテーター

（３） 修学旅行実施あたり、三年間を通して行っている関連の取組（行事）について
滋賀県 京都府 奈良県 大阪府 兵庫県 和歌山県 大阪市 合計

ア 72.6% 72.9% 67.0% 64.7% 74.8% 44.3% 71.2% 67.4%

イ 31.6% 22.9% 52.4% 34.4% 29.5% 13.2% 27.3% 30.9%

ウ 49.5% 43.8% 60.2% 52.9% 58.1% 50.9% 43.2% 52.4%

エ 4.2% 2.1% 4.9% 4.2% 1.6% 16.0% 7.6% 5.0%

オ 4.2% 4.2% 1.9% 3.6% 3.9% 3.8% 4.5% 3.7%

班別・係活動に関わる

ほぼ全面的に関わる

上記各項目の％は全回答校数に対する割合（複数回答）

主に見学地・体験に関わる

その他

歴史文化に親しむ心

全てを関連付けている

係活動に関わる

その他

上記各項目の％は全回答校数に対する割合（複数回答）

（単位：校数［％］）

講話や事前学習を実施

教科授業を関連付ける

特になし

その他

上記各項目の％は全回答校数に対する割合（複数回答）

公衆道徳

社会参画意識

勤労観、職業観

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力

集団活動する力

（単位：校数［％］）

（単位：校数［％］）
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オ．その他のコメント
１年時：校外学習、２年時：宿泊合宿と関連付けて
１年時：１泊移住、２年時：キャリア学習（職場体験）
２年時に校外学習の中で班別行動を実施
３年間ではなく、２年時から取り組む
３年間の総合学習として、平和学習に取り組んでいる
事前・事後の人権・平和学習と関連付けて取り組んでいる
人格形成についての取組
数年前より近隣校と合同で修学旅行を実施しており、１年・２年時それぞれ５回の両校交流会を実施
総合学習で目的地（沖縄）の文化・歴史・自然に関する取組
総合的な学習の時間における取組
都内公立中学校との交流を進めるため、調べ学習をし、旅行中その学校に訪問させてもらう
道徳授業での平和学習
長崎平和公園での平和セレモニー、新聞の発行、調べ学習
ふるさと教育のカリキュラムの中に修学旅行中、現地での販売体験の取組

８．修学旅行中の安全対策について

滋賀県 京都府 奈良県 大阪府 兵庫県 和歌山県 大阪市 合計
ア 28.4% 52.1% 52.4% 64.7% 49.2% 47.2% 62.1% 53.9%
イ 70.5% 68.8% 71.8% 34.4% 62.4% 69.8% 68.2% 57.6%
ウ 90.5% 88.5% 86.4% 52.9% 88.8% 85.8% 90.2% 78.0%
エ 24.2% 29.2% 23.3% 4.2% 24.4% 22.6% 29.5% 19.2%
オ 2.1% 1.0% 4.9% 3.6% 1.6% 1.9% 1.5% 2.5%

オ．その他のコメント
Ｊアラート作動時における避難行動の確認
必ず緊急医療機関を考慮
既往症の確認と対応

感染症対策

（単位：校数［％］）

その他

自然災害対策
人的災害対策
アレルギー対策

上記各項目の％は全回答校数に対する割合（複数回答）
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■ ＪＲ関係

・ ①修学旅行日程を早く決定してほしい（希望の民泊を押さえるのに苦労した） ②南九州方面に行く学校は特別に「さくら」に乗車したが、１
時間遅く出発し、１時間早く帰ってくる日程であったため、現地での活動が制限された

・ 以前新幹線を利用していた際、一般客と混乗する列車の境界付近の席となって、にぎやかにしている生徒達に対する一般客の厳しい視線
がつらいものがあった。修学旅行団体と一般客とで一定の間隔をあけるなどの対応をして頂けたらと感じた

・ 駅や施設等で生徒が集合・整列できるスペースの確保や提示があれば助かる

・ 大阪市の場合、上限が決められており、物価の高騰や消費税の増税などを考えると、集約列車の利用は難しい状況である

・ 修学旅行集約列車の停車駅、時間短縮

・ 集約指定列車について…料金が安いのは大いに助かるが乗車時間が長く、生徒への負担が大きい。また修学旅行全体でも移動時間が長
くなりすぎる。とりわけ《南九州方面》は「さくら」と同等の時間で運行してほしい。現行では利用するデメリットが大きく、利用したいができない
のが現状である

・ 集約列車で同じ車両に他の団体（中学校）や一般客が乗車されると「修学旅行の電車内」という楽しみが味わえない。また、集約列車で九州
に行ったが、時間がかかりすぎる

・ 集約列車について。南九州D6新大阪⇔鹿児島中央を博多乗り換えではなく直通にすべきです

・ 新大阪駅での特急（くろしお）と、新幹線の乗り継ぎをスムーズに行えるようにJR東海には配慮を願いたい

・ 新幹線（新大阪～東京）の利用できる本数を増やしてほしい

・ 南九州方面の集約列車で博多から乗り換えなしで鹿児島中央へ入りたい

■ 航空機関係
・ ①航空機運賃の据え置き→値下げ ②添乗員の増員 ③学校が希望する時間の出発（航空機）

・ 伊丹空港での手荷物検査が厳重過ぎないか（出発が50分遅れた）

・ 沖縄への航空便の時間が修学旅行向きでなくなってきている。大阪着が夕方4～5時の増便をお願いしたい

・ 沖縄への出発時間があまり早い時間にならないように、帰りの時間も学校到着時間が「常識の範囲内」になるよう今後もお願いしたい

・ 沖縄への飛行機の便数を増やしてほしい

・ 沖縄方面の飛行機がとれなくて、早朝や夜遅い帰宅になることが多い。ちょうどいい時間帯の便を確保したい

・ 関西空港発着で600人規模の飛行機の便を増やしてほしい

・ 航空機に同乗する学校の有無について知っておきたい

・ 航空機の発着時間が希望通りになりにくい

・ 航空機利用の場合、乗る時間（出発時刻）がなかなかわからないことと、希望の時間にはまらないところがあり、少し困っています

・ 今年は分便で生徒の把握が難しく、教師の動きが大変なので一便で行けるようにしてほしい

・ 今年度まで鹿児島県を中心とした南九州方面で実施してきたが、往復特に往路の飛行機が本校の生徒人数では1便（朝の希望時間等）で
乗ることができず、今年も2便に分けて実施した。引率・安全面から方面変更せざるを得ず、沖縄とした。旅行会社を通じて航空関係会社に
話したが変わらなかった

・ 修学旅行が集中する5月連休明けの航空条件が悪く、思った行程ができない。（飛行機は一年前でないと決定されない）
・ 那覇発の便数が少なく、大阪着の適度な時間のものが少ない
・ 人数の関係で飛行機に全員一緒に乗ることができないのが不便です（関空⇔沖縄、伊丹⇔沖縄）
・ 飛行機（帰路）の到着時間が遅いため、帰宅が夜になってしまう
・ 飛行機を使えれば（河内長野市）、もう少し訪問地の選択が広がると思う
・ 最寄りの空港（神戸・伊丹）から沖縄便を増便してほしい。※便によって出発や帰校時間に大きな差が出ており、特に遅い便になると帰宅が
22時を過ぎてしまう

・ 予定日時の航空機がとれなく、日程変更となった。もっと早く決定できないものか

■ 貸切バス関係

・ ①旅行途中にバスのギアが入りにくくなり代替しなければならなかったり、サスペンションがゆるく車線変更時もふられるようなバスであったり、
安全第一が基本であるのにありえない。旅行会社にも帰ってから申し入れしたがその後の連絡もない ②宿泊場所が当初契約時より変更と
なった。旅行会社の怠慢。

・ 可能な限り3日間とも同じガイドさんが望ましい

・ バスにもAEDを常置してほしい

・ 最後のバスが駅に着く時間がギリギリになった

・ 博多駅でのバス乗降がしづらいので、博多南駅に大きなコンコースを作り乗降できないか

■ 旅行会社関係

・ ①大規模校のため、体調管理（食物アレルギー等）に配慮を要する ②各クラス1名の添乗員が必要

・ Jアラート発令時の対応

・ 安全面に十分気をつかってほしい。緊急対応ができるようにマニュアルを示してほしい。価格（バス代等）費用の配慮、宿舎施設への配慮な
ど・ 年々旅行中に計画外の対応が増加傾向にある（食物アレルギー・不登校生等）。想定される対応に対して親身に関わっていただけることが
本当にありがたい

・ ①格安な旅行 ②留学旅行の割引 ③旅行前にイメージ（行程等）できる視聴VTRがあるとよい ④添乗員増を希望する

・ ①学校の要望にあわせた日程調整 ②現地の下見に関する料金等での綿密な連携

・ ①行程予定が変更されて内容が減り困った ②就学援助を受けている生徒の当日キャンセル時、キャンセル料の支払いで苦慮した

・ ①障がいや特性、食物アレルギーなどにきめ細やかに対応してほしい ②体験・本物に出会える機会や伝統文化などを取り入れた内容にし
たい ③自然災害発生時の対応を充実してほしい

・ ①生徒たちの安全を第一に考えてほしい ②修学旅行の内容の充実と添乗費用の縮減をお願いしたい

・ ①丁寧な打ち合わせ ②確実な情報伝達（行程・費用などの変更） ③安全への配慮

・ ①添乗員のコストが高すぎる ②添乗員によって差の出る対応があるため、どの添乗員も同じであるよう体制を作ってほしい

・ ①綿密な打ち合わせ ②現地ガイドの質向上

・ ①旅行会社の企画料の費用 ②宿泊施設の料理

・ ①旅行費用の値上がりを抑えてもらいたい ②安価で充実した学習が行える方面・プログラムの開発を

９．修学旅行関係者（旅行会社、宿泊施設、バス、航空会社、鉄道会社、関連施設等）への意見・要望
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・ ①旅行費用負担の軽減（特にバス代） ②魅力ある修学旅行企画

・ ①連絡をもっと早い段階で密に取れるとありがたい ②新幹線・飛行機の確定がもう少し早いとありがたい

・ 一般の旅行（主にツアー旅行）の販売価格が安くなっているため、修学旅行の費用が割高になっているように感じている方が多くなってきて
いる。修学旅行の費用が抑えられるようなアドバイスを頂ければありがたいと感じます

・ 打合せ等に協力して頂き、安全に活動が終えられるよう綿密なプラン作りに協力して頂きたい

・ 数多くの企画を提供してほしい

・ 関係する情報をできるだけ早く詳細に伝えてほしい

・ 子供たちの活動の時間がたくさんできるよう宿泊先への移動の時間が減るように企画立案を願いたい。下見で見てきた後、変更等に応える
ように配慮をいただきたい

・ 様々な課題に十分対応いただいている

・ 支援の必要な生徒に対応する為の添乗員の増員

・ 事前の調査依頼事項に対して、迅速かつ正確な対応を望みたい。特にアレルギー対策については、重篤な生徒もおり、命にかかわることな
ので緊張感をもって臨んでいただきたい（学校と業者の温度差は大きかった）

・ 実施直前に担当者が変わる、行程が変わるといった、現場に混乱を招く形を避けていただきたい。班別行動等における多様な形での提案を
していただきたい

・ 小規模校のため、大手の業者がなかなか扱ってくれない

・ 少人数ではあるが、親切に関わってもらえました

・ 諸問題発生時に臨機応変に対応できる添乗員の派遣を望みます

・ すべてに配慮していただき、感謝しております

・ 生徒にとって安全かつ有意義な修学旅行となるようなコースの開発等

・ その方面の地理に詳しい人に添乗員になってほしい

・ 多様なタイプの子どもたちへの丁寧できめ細かな対応に感謝しています。今後も学校との連携を密に願い、みんなが安心できる旅行となるよ
う努めていただきたい

・ できないことはきちんとできないという誠実な対応を望みます

・ 添乗員が毎年変わることが多く、添乗員の違いで現地での活動が大きく異なる

・ 添乗員の資質向上

・ 添乗員の丁寧な対応をお願いしたい

・ どなたにも非常に親切にしていただき感謝しています

・ 班別行動の際に、旅行会社の方から体験プランを実施している企業などを教えていただき、大変助かりました。感謝しています

・ 繁忙期という事情は分かるが、旅行会社のアルバイト添乗員の資質があまりに低い

・ 病気やケガ等への迅速で確実な対応

・ へき地少人数学校のため、旅行会社が見積合わせに参加してくれないことが悩みである

・ 旅行会社について。本年度本校は９月初旬日程ということで夏休みまでに細部の点検や相談を進めたいと考えていたが、担当の方が思うよ
うに来校願えず、弁当（列車内での昼食）についても、本校で調べた同じ業者の費用が違っていたり、精算の時の対応に疑問を感じ、信頼
が？

・ 旅行会社（特に担当者）について、事前の丁寧な打合せ、旅行中のトラブル対応等、担当者によって違いがあり苦慮することがある

・ 旅行会社の対応がひどかった。こどもたちの思い出づくりを取り扱うという意識が見れない

・ 旅行会社が一手に複数校の処理をしていることが、背景として、一校あたりにかけてもらう打合せ等の密度や回数等が少ないように思います

・ 旅行会社担当者の説明が不十分で、直接申し入れを行いました。事前確認をしっかりして、説明して頂きたいと思います

・ 旅行会社との事前打合せを複数回行ってきた担当者ご本人に当日の添乗をお願いしたい

・ 旅行会社と民泊の受入先の交渉がうまくいかず、行程に変更が生じた

・ 旅行会社の担当者の方が、いつも連絡が遅く、作業が後手になる

・ 旅行会社への要望ですが、修学旅行直前に体験学習の人数割りの変更はあってはならないことです

・ 旅行行程における臨機応変さや食事の量について、学校あるいは現地との行き届いたやり取りを旅行会社には常にお願いしている

・ 旅行中の同時期に重なる他校の情報収集

・ 旅行当日の生徒指導に関わる迅速な対応

・ 旅行費用について、旅行会社の積立プランを利用し、旅行会社と保護者の間で個人契約を結んで学校が間に入らない形で進めた。しかし
未納者への督促や返金等において、旅行会社から学校への依頼が多く、かなりの負担となったので、学校負担が軽くなるよう工夫・改善して
もら た

■ 現地の見学、体験機関など

・ 3日目の博多へ向かう途中に昼食をとったが、トイレの数が少なく、他の観光バスとも重なり、大幅に出発が遅れ新幹線の時刻に遅れそうに
なった

・ アップルパイ作りが一人2,500円等、体験費が高すぎる

・ アレルギーに対する認識があまい施設があり、対応に苦慮した

・ 体験学習などのバリエーション、雨プログラムなどが豊富だと嬉しい

■ 宿泊施設（民泊を含む）

・ 本当の意味でのバリアフリーに取り組んでもらいたい。（部屋のトイレに車椅子で進入できない、入浴用の車椅子や設備の充実など）

・ ①ホテルの部屋の冷蔵庫に前日宿泊者の飲み物が残っており、清掃が行き届いていなかった ②連泊なのに朝食メニューが２日間ともほぼ
同じ内容で朝食会場も一般客と同じなど対応が不親切に感じた。可能な範囲で工夫して頂きたい

・ 宿泊施設の方が本当によくやっていただき感謝している

・ 毎年民泊して農業体験や漁業体験を実施しているが、年々商業化が進み、現地の素朴な生活感を味わったり、体験したりするものが減って
きている

・ 民泊先の家族構成など基礎データが無いこと

・ 民泊先の質をある程度そろえてほしい

・ 民泊について、研修がしっかりしている地域とそうでない地域があるように思われる
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・ 民泊は、現地の方々との素朴な触れ合いを大切にしたいと考えている。訪れる地があまり有名になるほどどうしてもビジネスライクになってし
まうので、そうならない形での民泊ができればと願っている

・ 民泊を利用しているが、生徒の個人情報の取り扱いについて十分注意してほしい

■ 旅行費用関連

・ 価格を上げない

・ 交通費や宿泊費が上昇傾向にあるのに、修学旅行費用全体の上限が変わらないので、全行程の移動がバス利用になる

・ 様々な状況の結果だが、バス代が高くなったのは現場として困惑

・ 修学旅行という位置づけから、宿泊施設やバス代等の割引についてもっと考えてほしい

・ 修学旅行に係るバス代金等の配慮

・ 修学旅行のねらいをふまえ、経費も安くできる方法を旅行業者として提案してほしい

・ 修学旅行は教育の一つなので、航空運賃についても何とか安価で行けるようにしてほしい。そうでないと沖縄へ行けなくなります

・ 修学旅行費用、特に交通費が高騰しているが、バスの利用に修学旅行・遠足については学割をきかせて価格を抑えてほしい

・ 宿泊料金や交通費などについて、「修学旅行特別価格」の類を設定して頂くと、経済的理由で参加を見送る生徒がゼロに近づくと思われる

・ 上限額を超えない価格設定をお願いしたい

・ 消費税UP、バス代の値上げ等で、どんどん修学旅行の中身を充実させることが難しくなってきている。地域によって修学旅行代金は7万円と
のことだが、そこまでいかないにしても、もう数千円UPして、さらに一生の記念に残るような内容にしてあげたい

・ 食事の内容からみて宿泊費全体が高く感じることがある

・ 人数が少ない本校にとってバス代等1人当たりの費用が高くなってしまうこと。また、ホテルでは人数の関係で食事場所の貸切ができなかっ
たりといった不公平さを感じた →小規模校が不利にならないバス等の柔軟な取扱いやホテルでの待遇をチェックしてほしい

・ ①交通費（特に貸切バス代）が高い ②旅行会社は懇切丁寧に対応して頂き感謝しています

・ ①バス代の値上げはやめてほしいし、交通事情で時間帯がまちまちになるマイナスがある ②自然・人的災害に関わる対策を旅行会社でも
進めてほしい

・ バス・地下鉄・JR料金等、より一層の割引をお願いしたい

・ バス代が大変高くなってきた

・ バス代の負担が大きい

・ バス料金の値上がりにより、沖縄での移動範囲を制限せざるをえない状況が出てきている。バス料金の引き下げなどを考えてほしい

・ バス料金の値上げが学校での活動の場を圧迫しています。学校教育活動にだけ減免して頂けるような制度を工夫して頂きたい

・ バス料金の値上げが予算に大きな影響を及ぼしている

・ 発着の空港が指定できると、交通費の削減にもなり助かる

・ 航空会社が沖縄路線の価格を下げる制度を実施して頂いているが、今後も継続してほしい

・ 物価高騰の影響もあり、旅費（交通費）に高額がとられ、今までのような体験に活用することができなくなっているので修学旅行の割引（特典）
ができればと感じる

・ 夜間中学の生徒は3年に1回実施することになったが、全員参加できるわけではない。就学援助は1回だけ出るが、割高な費用で参加できる
とは限らない。今後実施するかどうかも含めて検討していく

・ 金額的に数年前に比べると非常に高くなっていること

■ その他

・ 安全・安心に配慮している点を強くアピールしていただきたい

・ 安全第一

・ 安全面第一でお願いしたい

・ 集約列車の決定で、学校に封筒で届いた日とホームページに載っていた日が違っていた。旅行会社がホームページを見て予約を取ってい
て、のちにその事が分かり、すべて取り直しになった。なぜこのようなことになったのか説明や対応がとても不十分に感じた。二度とこのような
事がないようにしてもらいたい。

・ ①近年個別対応の状況が深刻になり教職員だけでは困難な場面が出てきている ②添乗員の人数確保が課題

・ 修学旅行というものへの「特別な思い入れ」が以前に比べると希薄になっていると感じる

・ 生徒数が多いことで、新幹線や飛行機において一便で乗ることができない

・ 大規模校であるために、利便性の高い旅行内容になりにくい。効率の良いプランを提案しているが実現が難しい。

・ 野球・サッカー等、学校外のチームに所属する生徒が増えてきている。土日を含む修学旅行になると大会等の日程と重なり、3年間のまとめ
学習ができなくなる恐れがある。土日を避ける日程であってほしい
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